ま 、- 

必ず あるで あろうが、 そういう 批評が 耳に 這 入った と 

きに 心 を 動かさない だけの 「心の 自由」 が ありさえ す 

れば、 何でもない。 しかし、 そういう 恵まれた 環境に 

めぐり 遭う 学者 は 稀で ある。 たまたま そういう 環境 を 

恵まれた 人に はまた 存外そう いう 研究に 熱心な 人が 稀 

である。 それで、 大多数の 科学者 は 結局 どこかで 誰か 

他人の 助け を かりて 生活す ると 同時に 研究す る 外 はな 

い。 それで、 国家な り 個人な リが 一 人の 学者に 生活の 

保障と 豊富な 研究費 を 与えて くれて、 そうして 好きな 

事 を 勝手に 研究 させて くれれば これほど 結構な こと は 

ない が、 そういう 理想的な 場合が 事実上 存在す るか ど 



ばいい か、 そういう こと は 一切 分かり かねる ので ある 

尤も、 科学者 も 人間で ある 以上 は、 いつもい つも こ 

ういう 実験科学 的な 考え方ば かりして いる 訳に は ゆか 

ない。 時には 「希望」 と 「正義」 と を 混同す る こと も 

免れない。 そうして、 その 結果、 色々 面倒な 葛藤の 起 

る こと も 止む を 得ないで あろう。 しかし、 ともかくも 

一 度 も 科学者 流に こういう 風の 考え方 をした ことのな 

い 人 も あると したら、 そういう 人に とって は、 上記の 

ような 半面 的な 見方の 可能 だとい う 事実が、 あるいは 

何 かの 参考になる かもしれ ない と 思う ので ある。 

(昭和 八 年 九月 『鉄塔』) 
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